
特殊詐欺防止通信

こんなハガキは詐欺ですよ
（第十二弾）

依然として“ハガキ”を送り付ける
手口の詐欺が多発しています。
皆さんのお宅にも、次に紹介するハ

ガキ、届いていませんか？

これは実際に送られてきた架空請求ハガキの内容です。
． ． ． ．

こちらは、以前にも紹介したハガキです。 こちらは、新しいタイプのハガキです

犯人グループは、公務所・法人・団体等様々な名称を名乗り、みなさん

からお金を騙し取ろうとしています。

詐欺のハガキに共通する特徴などを説明していますので

～ ～ 裏面も読んでください ～ ～
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一つでも該当すれば、まず家族や警察などに相談しましょう。

□ １ 記載内容が見える普通のハガキで送られてくる。
債権は個人情報なので、普通は記載内容が見えないようにして

ある。
（電気、ガス、水道料金などのハガキを参考にしてください。）
※個人情報保護シールが貼ってあっても、要注意！！
記載内容に身に覚えがなければ警察に相談を！！！

□ ２ 文章の一番上（タイトル）にビックリする文字が書いてある。
「裁判」「訴訟」「最終告知」「告発」など

□ ３ 債権などに関する具体的な記載がない。
普通であれば、債権者名及び「いつ、どこで、誰が、何を、どれ

だけ購入（使用）したか」が記載され、何の債権なのか特定されて
いる。

□ ４ 法的な拘束力又は処罰があるかのような記載がある。
「強制執行」「逮捕」「差押」などの文言を使い、ハガキの受取人

に、法的拘束力があるかのように誤認させる。

□ ５ 時間的猶予のない期限を設定している。
ハガキ到着の翌日、２日後などと期限を限定し、受取人を焦らせ

冷静に考える余裕を与えないようにしている。

□ ６ 連絡先を指定し、受取人本人が連絡するよう記載されている。
他の人に相談させないようにするため、受取人本人でないと受け

付けないなどと記載されている。

□ ７ いかにも実在しそうな官公署名や団体名を騙る。
法務局や裁判所、検察庁、警察官、弁護士、市役所職員、NPO

団体など、実在しそうな名称を記載している。
（実在する官公署名等を騙る場合もある。）

どうでしょうか。みなさんは、普段から詐欺被害に遭わないよう気を付けて

おられると思いますが、いざ自分の名前で身に覚えのない請求や訴訟等と書かれた

ハガキが届いたら、冷静に対処することができるでしょうか。

もし、そのようなハガキが届いたら、上の７項目を参考に、詐欺被害に
遭わないよう注意をお願いします。

みなさんの大切な財産を守るためにも

① 身に覚えのない話は信じない！
② 絶対に相手方に電話をしない！
③ まずは相談！
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